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七
月
二
日
未
明
に
発
生
し
た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
通
信
網
の
大
規
模
障
害
は
五
日
に
な
っ
て
も
完
全
復
帰
し

な
か
っ
た
。
こ
の
間
に
天
災
や
、
大
事
件
が
な
く
て
良
か
っ
た
。
現
在
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
補
完
で
き
る
の
で
、

少
し
安
心
で
あ
る
が
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
消
失
は
社
会
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。 

 

戦
後
、
少
し
社
会
が
落
ち
着
い
た
一
九
六
八
年
に
十
勝
沖
地
震
が
発
生
し
、
本
州
と
北
海
道
の
間
の

通
信
が
途
絶
え
た
。
当
時
の
通
信
網
は
無
線
の
マ
イ
ク
ロ
波
や
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
で
拠
点
間
を
接
続
し
、

市
内
は
ツ
イ
ス
ト
ペ
ア
と
い
う
細
い
銅
線
で
接
続
さ
れ
て
い
た
。
あ
た
か
も
、
太
い
血
管
と
毛
細
血
管

に
よ
る
人
の
体
の
よ
う
だ
。 

 

し
か
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
基
本
図
面
に
は
、
ど
こ
か
一
か
所
が
故
障
し
た
場
合
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
迂
回
ル
ー
ト
や
、
即
時
に
ル
ー
ト
を
切
り
替
え
る
考
察
に
基
づ
く
手
段
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
津
軽
海
峡
を
縦
断
し
て
北
海
道
に
通
じ
る
無
縁
、
有
線
の
通
信
網
が
切
断
さ

れ
、
さ
ら
に
基
地
局
の
青
森
局
へ
の
商
用
電
源
停
止
で
マ
イ
ク
ロ
波
局
の
送
受
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

こ
の
反
省
に
則
り
、
日
本
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し
て
、
一
か
所
が
故
障
し
た
と
き
、
迂
回
路
を

即
時
に
設
定
し
て
、
一
か
所
の
故
障
を
局
部
で
抑
え
込
む
考
え
方
が
定
着
し
た
。
当
時
は
冷
戦
時
代
で
、

も
し
北
海
道
が
侵
略
さ
れ
た
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。 

  

そ
の
頃
の
通
信
網
は
極
言
す
れ
ば
、
送
受
機
間
が
交
換
機
を
介
し
て
一
本
の
銅
線
で
結
ば
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
音
声
、
画
像
、
デ
ー
タ
な
ど
総
て
が
細
か
い
０

．
１
の
符
号
に
変
換

さ
れ
、
送
受
機
間
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
あ
り
、
音
声
、
画
像
、
デ
ー
タ
の
符
号
化
と
、
復
号
化
を
行
っ

て
い
る
。
今
回
の
障
害
は
シ
ス
テ
ム
内
の
一
部
の
現
用
と
予
備
の
切
り
替
え
を
行
お
う
と
し
て
、
通
信

回
線
に
思
わ
ぬ
デ
ー
タ
の
渋
滞
が
起
き
て
、
信
号
を
処
理
仕
切
れ
な
く
て
、
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
し
た
状

況
の
よ
う
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
が
定
常
状
態
で
流
れ
て
い
る
と
き
は
、
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う

に
動
作
し
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
の
一
部
が
予
期
し
な
い
故
障
を
起
こ
し
た
と
き
、
如
何
に
上
手
に
、

短
時
間
に
定
常
状
態
に
戻
す
か
は
、
シ
ス
テ
ム
設
計
の
実
力
の
一
番
の
見
せ
所
で
あ
る
。 

  


